


◆第２９回全国私大教研 セッションの概要 

 午前９：３０～１２：３０ （３ｈ） 午後１３：３０～１７：３０ （４ｈ） 

９／２ 

（日） 

１．大学「改革」政策と対案Ⅰ―大学はどう変えられてきたか ４．大学「改革」政策と対案Ⅱ―地方大学問題を中心に  

２．理事会による団交権侵害・組合軽視とのたたかい ５．不当解雇・権利侵害・不当労働行為とのたたかい 

３．人事評価制度の導入状況と組合の取り組み ６．職場の質の改善・向上を考える（職員セッション） 

９／３ 

（月） 

７．大学「改革」政策と対案Ⅲ―「無償化」を中心に  

８．大学民主化の取り組み 

９．平和・民主主義をめぐる諸課題と取り組み 

 

１．加速する大学「改革」政策と私たちの対案Ⅰ―大学は

どう変えられてきたか 

この間の政府の「改革」政策によって大学はどのように

変えられてきたか、また今後の政策展開によりどう変えら

れようとしているか、検討を深めます。 

【報告】 日本私大教連、全大教、ほか折衝中 

 

２．団交権侵害・組合軽視とのたたかい 

理事会が、賃金削減や手当の廃止、過去の協約の破棄

など、組合を軽視・無視した一方的な不利益変更を強行す

る事案が増えています。これに対し、組合としてどう取り組

むかについて議論・交流します。 ★レポート募集 

 

３．人事評価制度の導入状況と組合の取り組み 

「人事評価制度」を導入する大学が増加傾向にありま

す。導入状況の全国調査結果と各単組での取り組み状況

を踏まえ、「人事評価制度」の問題と、組合の取り組みの

課題は何かを検討します。 ★レポート募集  

 

４．加速する大学「改革」政策と私たちの対案Ⅱ―地方大

学問題を中心に 

少なくない地方私大が厳しい経営状況に置かれている

一方、政府は地方創生政策として、産業振興のための「大

学改革」を推し進めようとしています。基調報告をもとに、

北海道の事例を中心に地方大学の現状、地方大学が果た

している役割を改めて検討し、地方大学の危機的状況を

打開する方向を探ります。 ★レポート募集  

 

５．不当解雇・権利侵害・不当労働行為とのたたかい 

全国の権利闘争の状況に関する日本私大教連からの

報告と、裁判や労働委員会でたたかっている５つの単組か

らのレポートをもとに、権利闘争に関する学習を深めます。

レポート単組は各地区私大教連を通じ依頼します。 

６．職場の質の改善・向上を考える（職員セッション） 

①多忙化への対応、②組合活動の活性化、③専任・非

専任の働き方と格差、を大きなテーマとし、職員の労働環

境や働き方、職場の改善・向上の上での組合の役割や取

り組みについて議論し交流を深めます。セッション終了後

に「職員交流会」を今年も開催します。 ★レポート募集 

 

７．加速する大学「改革」政策と私たちの対案Ⅲ―「無償

化」を中心として 

科研費「後期中等・高等教育における「無償教育の漸進

的導入」の原理と具体策に係る総合的研究」の研究者グ

ループから講師を招き、国際人権規約の「高等教育無償

化」原則を支える理念、日本における無償化をめぐる論

点、海外や日本各地における事例などについて学習し、

「漸進的無償化」の実現に向けた取り組みを考えます。  

 

８．大学民主化の取り組み 

改正学教法と同施行通知が私大に及ぼしている問題―

学長・学部長選挙の廃止や、学部教授会の実質的廃止、

教授会の形骸化による教育研究への悪影響、理事会によ

る教学への介入などに対して、各組合がどのような取り組

みを進めているか交流・議論します。 ★レポート募集 

 

９．平和と民主主義をめぐる諸課題と取り組み 

安倍首相が２０２０年憲法改正への意欲を露わにする

中、あらためて自民党・安倍憲法改正案について憲法研

究者を招き検討します。また、国会議員等による教育研究

への介入や、軍学共同研究の拡大に対する取り組みや、

大学における多様性の尊重や人権擁護の取り組みなど、

平和・民主主義の諸課題に関する取り組みについて交流

します。 ★レポート募集 

 


